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地域学校協働 NEWS ～東京都教育委員会感謝状贈呈！～ 

学校活動の支援及び地域におけ

る児童・生徒の育成活動を継続的

に行っている団体・個人に対して、

毎年東京都教育委員会が感謝状を

贈呈しています。 

令和 3年度は、長期にわたり活

動を継続している連光寺小学校、

北諏訪小学校、豊ヶ丘小学校の各

地域学校協働本部 3 団体に対し

て、感謝状が贈呈されました。 ▲豊ヶ丘小学校 ▲北諏訪小学校 ▲連光寺小学校 

これからの  学校・家庭・地域  の連携に向けて 
今、子どもたちや学校を取り巻く環境が、複雑化・多様化しています。こうした中で、多摩市教育委員会で

は、学校と家庭や地域が連携・協働し、子どもたちの学びと成長を支える仕組みとなるコミュニティ・スクー

ルの導入と地域学校協働活動を市内全小・中学校で実施することを通じて、子どもたちの「生きる力」を育ん

でいきます。 

地域学校協働活動とは… 
地域と学校が相互にパートナーとして 
目標を共有して行う活動のこと 

 

地域学校協働本部 

地域学校協働活動推
進員を中心として、学
校・家庭・地域で子ども
たちと関わる活動を行
っている方々の緩やか
なネットワーク。 

実働部門 

コミュニティ・スクールとは… 

「学校運営協議会」を設置している 
学校のこと 

学校運営協議会 

保護者や地域の方々が委
員として参画し、学校運営
に関する協議をする機関。 
目指したい子ども像や学

校像等について、話し合い
ます。 

経営部門 

 支援活動 

     協力依頼 

     情報提供 

 参  画 

第 79 号 

令和4年1月発行 

問 教育指導課 ☎338-6925 



多摩市教育委員会だより 第 79 号（令和 4 年 1 月発行） 

2 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

氏名（敬称略） 業  績  等 

谷代 美保子 多摩市教育委員として2期7年9か月にわたり、多摩市の教育行政の振興に貢献 

青木 洋子 多摩市図書館協議会委員として4期8年にわたり、多摩市立図書館の運営に貢献 

野々口 彩乃 

（聖ヶ丘中学校 3年） 

第 49回関東中学校卓球大会 女子個人戦 準優勝 
第 52回全国中学校卓球大会 ベスト32など 

水町 騎士 

（落合中学校 1年） 

第 60回東京都中学校総合体育大会 水泳男子200ｍ個人メドレー 3位 
第 44回全国JOCジュニアオリンピックカップ夏季水泳競技大会 
11～12歳男子200ｍ自由形 2位など 

水町 龍太郎 

（落合中学校 3年） 

第 60回東京都中学校総合体育大会 水泳男子400ｍ個人メドレー 1位 
令和 3年度全国中学校体育大会第61回全国中学校水泳競技大会 
男子 400ｍ個人メドレー 4位など 

川口 孝幸 

（落合中学校 2年） 

第 95回関東ジュニアテニス選手権大会 ダブルス ベスト8 
全日本ジュニアテニス選手権 ダブルス ベスト16など 

中越 千陽 

（落合中学校 2年） 

JOCジュニアオリンピックカップ第29回全国中学生なぎなた大会 
試合競技個人女子の部・団体の部・演技競技の部に出場 

竹内 彩乃 

（青陵中学校 2年） 

JOCジュニアオリンピックカップ第29回全国中学生なぎなた大会 
試合競技団体の部・演技競技の部に出場 

汐先 翔 

（多摩第一小学校 5年） 

転倒した高齢者に遭遇した際に 119 番通報を行うとともに救急車到着まで付き添
い励ましの声掛けを行い早期救護に貢献 

汐先 茉奈 

（多摩第一小学校 3年） 

転倒した高齢者に遭遇した際に直ちに駆け付け救急車到着まで付き添い励ましの声
掛けを行い早期救護に貢献 

川上 結希乃 

（多摩第一小学校 3年） 

転倒した高齢者に遭遇した際に直ちに駆け付け救急車到着まで付き添い励ましの声
掛けを行い早期救護に貢献 

 
 
 
 
 
 

令和 3 年度 PTA 連合体・市長・教育長懇談会 
保護者と市長・教育長の間で、身近な話題や今後の教育についての意見交換や率直な懇談を通して、子どもたち

を取り巻く環境の向上を目指して毎年実施しています。 

 
小学校 PTA 連絡協議会 

「コロナ禍を生きる子どもたちの実情と変化」 

をテーマにZoom開催し、各校代表者が参加しました。 

中学校 PTA 連合会 

「コロナ禍とその後の子どもたちを取り巻く環境について」 

をテーマに、役員による代表質問が行われました。 

教育委員会では、教育、学術、スポーツ等の振興発展 

に尽力され、功績が顕著な方について表彰を行っています。 

令和3年度上半期教育委員会表彰では、11名が受賞されました。 

問 教育指導課 ☎338-6925 

令和 3 年度上半期教育委員会表彰 
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令和 3年度教育支援フォーラム 2021  

～2050 年の大人づくりに向けて～ 
令和 3 年 11 月 5 日に永山公民館ベルブホールで「令和 3 年度教育支援フォーラム 2021   

～2050年の大人づくりに向けて～ 」を開催し、73名の方の参加がありました。本フォーラムは、 

令和 2 年 11 月に策定した「不登校総合対策 ～一人ひとりの子どもたちに安心できる学校生活を～ 」の意義や

内容を広く市民の方々に知っていただくとともに、本総合対策の策定に関わっていただいた専門家のみなさんか

らご意見をいただくことで不登校の子どもたちの支援の更なる充実を図ることを目的としています。 

第 1部では、多摩市教育委員会の不登校の取り組みについて発表をし

ました。第 2部では、本市の不登校対策検討委員会の委員である東京学

芸大学 小林正幸教授、明星大学 福田憲明教授、星槎国際高等学校立川

学習センター 山下峻センター長、小さなイエナスクール「ゆめまる」 

新堀貴子代表をパネリストとして、パネルディスカッションを行いました。 

パネルディスカッションでは「コロナ禍における不登校児童・生徒の支

援の在り方」「コミュニケーション能力を育む教育活動」「学校外の民間施

設・団体と連携した支援の在り方」の 3 点について、パネリストのみな

さんから、今後の多摩市の不登校対策について貴重なご意見をいただく

ことができました。 

参加者のアンケートでは「多摩市教育委員会の不登校対策の方向性が

分かった」「学校だけでなく関係機関との連携が重要であると分かった」

「パネリストのお話をもっと聞きたかった」などのご意見をいただきま

した。 

今後は本フォーラムでのご意見を基に、本市の不登校対策の更なる充

実を図っていきます。 

SDGs 

Color 

Wheel 

▲専門家を招いたパネルディスカッション 

▲多摩市教育委員会からの発表 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 23 年 4 月、北豊ヶ丘小学校と北貝取小学校が統合され、豊ヶ丘小学校が開校しました。開校から 10

年間、豊ヶ丘小学校は地域と共に歩み続け、519名の卒業生を送り出しました。 

そして、令和 3年 10月 30日に、「開校 10周年記念式典」が執り行

われました。 

記念式典では、阿部裕行市長からお祝いの言葉を、本校初代校長であ

る小林佳世先生から、開校当時のエピソードや統合・開校に関わった人

たちの思い等をお話しいただきました。また、5・6年生が、本校 10年

の歩みや現在の本校の紹介、未来に向けての思いや願いを映像で発表し

ました。 

北豊ヶ丘小学校と北貝取小学校から受け継いだ卒業生や地域の方の思

いを大切にし、豊ヶ丘小学校は地域の方と共に未来へ進んでいきます。 

豊ヶ丘小学校 開校１０周年おめでとうございます！ 

貝取小学校は、平成 23年 4月に、南豊ヶ丘小学校と南貝取小学校が統

合してできた学校です。開校 10 周年を記念し、令和 3 年 11 月 20 日

に、1年生から 4年生は体育館で記念集会を実施しました。5・6年生は

体育館で「開校 10周年記念式典」を実施しました。 

記念式典では、阿部裕行市長や志賀由具初代校長をはじめ、PTA や地

域の方々にもご列席いただきました。式の冒頭、自分たちの思いを伝えた

いと、5年生が合奏「世界はあなたに笑いかけている」を披露しました。

小川貴史第 3代校長は、激変する時代をたくましく生きていく際も、社会 

の中心にいるのは「人」であり、確かなコミュニケーション力を付けてほしいと、式辞を述べました。式の後半

では、6年生が記念式典のスローガン「いつまでも共に輝け～緑豊かなみんなの母校～」を踏まえ、統合前から

これまでの 10年間の変遷と貝取小学校の「誇り」をメッセージと歌で発表しました。 

貝取小学校 開校１０周年おめでとうございます！ 

問 教育指導課 ☎338-6913 
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ビジョントレーニング 首・肩・上半身の 
リカバリー体操 

国士舘大学 
山田小太郎氏 

①眼球運動を 
向上させる 

②眼の動的 
ストレッチ 

日本スポーツビジョン協会 

   

多摩市教育委員会（〒206-8666 多摩市関戸6-12-1 TEL：042-338-6872 FAX：042-337-7620） 
発行回数 年6回 発行部数 15,400部 小学校17校 児童数6,915人 中学校9校 生徒数3,154人（12/1現在） 
●市公式ホームページでは、カラー版や過去の「多摩市教育委員会だより」をご覧いただけます。 こちらから！▶ 

発行 
編集 

 

お詫びと訂正 
教育委員会だより第 78 号 4 ページの「教
育委員会のうごき」の掲載内容に誤りがあり
ました。お詫びして訂正いたします。 
令和3年6月9日～令和3年10月11日 

 

教育委員会のうごき （令和3年10月12日～令和3年12月2日） 
教育委員会：定例会3回、臨時会0回（教育長報告10件、承認0件、議案3件、協議2件、請願0件） 

主 な 議 題：令和３年度多摩市教育委員会事務点検評価報告書について／令和３年度第２回多摩市 

総合教育会議に提出する申出書について／学校大規模改修工事の改修内容とスケジュールについて 

令和 3年度多摩市子どもみらい会議を開催します！！ 
日時 ：令和 4年 2月 10日(木) 午後 1時 30分から午後 4時 30分 

会場 ：多摩第一小学校 体育館（今年度はオンライン開催となります） 

参加校：多摩中学校 多摩第一小学校 連光寺小学校 聖ヶ丘中学校 

    連光寺小学校 聖ヶ丘小学校 鶴牧中学校 南鶴牧小学校 大松台小学校 

▲ 申込は 
こちら 

▲ 詳細は 
こちら 

問 教育指導課 ☎338-6913 

令和 3年度 英語 4技能検定『GTEC』の結果について 
※GTEC・・・ベネッセコーポレーションが主催する英語 4 技能検定 

平均値     読むこと 聞くこと 書くこと 話すこと 合計 

全国参考値 98.0 104.0 157.0 99.0 461.0 
令和 3年度 
多摩市平均値 111.6 111.2 164.6 105.0 495.9 

                                                        ※全国参考値は、過去 3 か年の平均値 

 
 

4 技能 

今年度も、多摩市立中学校 3 年生は英語 4 技能検定『GTEC』を受検しました。4 技能の合計スコアでは全

国参考値を大きく上回り、良好な結果でした。また、文部科学省が中学校卒業時までに 50%の生徒が到達する

ことを目標としているCEFR A1（英検3級等相当）には、受検した市内中学校3年生の    が達していま

した。今年度は、各学校で工夫して発話活動に取り組んできた成果として、昨年度と比べて「話すこと」のスコ

アも伸ばすことができました。実用的なコミュニケーション能力の育成に向け、引き続き、英語で「話す力」の

育成に取り組みます。 

93% 

問 教育指導課 ☎338-6913 

目の健康 
多摩第一小学校・連光寺小学校・東寺方小学校・多摩中学校 学校医（眼科） 渡辺敏樹 先生 

GIGAスクール構想のもと、タブレットなどの ICT 機器は子どもの教育に必須なツールとなり 

つつあります。しかし ICT 機器の使用は、近視の進行、ドライアイ、眼精疲労等の目への影響が危惧されます。

特に近視は世界的にも急激に増加しており、社会的な問題となっています。近視の原因は遺伝要因と環境要因が

挙げられますが、ICT機器による長時間の近業作業（手元など、近いところを見続ける作業のこと）、そしてそれ

に伴う野外活動時間の減少などが、近年の近視の増加に関与していると考えられています。 

対策としては、目と ICT機器との距離を 30㎝以上離すこと、20～30分画面をみたら 20秒程度目を

休め遠くを見ることなどが推奨されております。日本眼科医会は GIGA スクール構想に合わせ、『ギガっこ 

デジたん！』と名付けられた目の健康啓発マンガを作成しました。是非お子さんと一緒にご覧ください。 

近視は加齢に伴い、緑内障や網膜剥離など目の病気にかかるリスクを上昇させると

されており、小児期に近視の発症と進行を予防することは大切です。 

ICT機器と上手に付き合い、子どもの目の健康を維持しましょう。 

 
検索 

 ギガっこデジたん 

問 学校支援課 ☎338-6879 

 I C T と 健 康  
1人1台タブレットの活用が本格的に開始されるなか、

子どもたちが液晶画面を見る機会が増えることで、健康へ

の影響を心配する声も聞かれます。 

各学校でもルールを定め、子どもたちに適切な使い方を指導して

いますが、ご家庭でもお子さんとルールを話し合い適切に使えるよ

うに支えていただくことが大切です。 

タブレット端末を長時間使用すると目が疲れたり、首や肩などの

筋肉が凝り固まったりするため、視覚機能を向上させるトレーニン

グや時々体操をすることも有効です。右記の QR コードで視覚機能

のトレーニングと首・肩・上半身のリカバリー体操が紹介されてい

ますので、試してみてください。 

ICT と健康セミナー（多摩市教育委員会主催） 

「目の健康を維持するための 
ビジョントレーニングとリカバリー体操」 

講師：永吉英記氏（国士舘大学） 

体操：山田小太郎氏（国士舘大学） 
協力：日本スポーツビジョン協会 より 

教育指導課 ☎338-6873 問 


